
長い夏休みが明け、２学期が始まりました。みなさん、大きなけがや病気をせず、元気に過ごすことができ

たでしょうか。全国では、熊本をはじめとする各地で震度４を超える大きな地震が発生したり、線状降水帯

発生による豪雨が関東地方を襲ったり、ここ徳之島にも台風１３号や１８号が接近し停電などの被害が続

出したりと、災害大国日本の脅威をあらためて実感させられる夏休みだったのではないでしょうか。９月は

防災月間でもあります。自身の防災対策について今一度見直してみましょう。「備えあれば憂いなし」です。 

さて、まだまだ暑い日が続きます。特に今週は待ちに待った体育大会を控え、7日連続の登校となりま

す。夏休みで少し緩んだ生活を徐々に整え、体調に十分気をつけて、本番を万全の体調で迎えましょう。 

実 施 日 ： 令和 8年 9月１０日（木） 

場    所 ： 本校小会議室 2 

相談時間 ： １人あたり５０分程度 

 

  希望者は、先週配布されている申込用紙に

記入し、担任または保健室に提出してください。 

  なお、この日は、2年生対象の「SOSに関す

る教育」の講話が 4限目に実施されます。１．３

年生はそれぞれ１学期に実施しました。「悩み」

との向き合い方についてそれぞれ考える良い機

会になりましたね。2年生のみなさん、楽しみに

していてください。 

7月 9日（木）に、1学年全員を対象に「性

に関する指導」の一環として、徳之島徳洲会

病院から講師の先生方をお招きし、講話を実

施していただきました。 

性とは、いのち・からだ・健康を意味するとい

うことや、自他を尊重することの大切さ、デート

DV について、性感染症の感染経路を模した

実験等、性について幅広くも深く濃い内容を

学ぶことができました。生徒からは、「性という

ものについて本来の意味とは異なる捉え方を

していた」「自分から積極的に学ぼうとはしな

い内容だったのでいい機会だった」「自分や

相手の命を大切にしようと思った」などの感想

があり、とても有意義な時間となりました。 

令和８年９月１日 
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 スクールカウンセリング日程 性に関する指導講話 



結核・呼吸器感染症予防週間 

厚生労働省では、毎年 9月２４日から３０日までを「結核・呼吸器感染症予防週間」として、地方自治

体や関係団体と協力し、結核・呼吸器感染症予防に関する普及啓発を行っています。 

マスク着用を含む咳エチケット、手洗い、換気等の基本的感染対策や予防接種の重要性等、呼吸器感

染症に関する知識の普及啓発を図ることとしています。 

令和 6年の結核新規患者数は１０,０５１人、死亡者数の概算は１,４６０人とされています。学校におい

ては、入学時に胸部レントゲン検査を実施し、スクリーニングを行っています。せきやたんが２週間以上続

いたり、微熱や体のだるさが続いたりする場合には、早めに医療機関を受診しましょう。 

 

7月２８日、熊本を震源とする最大震度 7の地震が発生しました。また、

8月１３日から１４日にかけては、千葉県を中心とした関東地方を豪雨が襲

い、甚大な被害をもたらしています。ここ徳之島も、今年は例年に比べ、台風

の影響を大きく受けているように感じます。 

このように、災害大国と言われる日本に住む私たちの身には、いつどのよ

うな災害が起こっても不思議ではありません。しかし、その被害を最小限に

抑える備えはできます。自然災害が頻発している今、あらためて防災につい

て考え、日頃の備えを見直してみましょう。 


